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（
１
）
本
人
特
定
事
項
確
認
の
厳
格
化

　

改
正
犯
収
法
で
は
、
本
人
特
定
事
項

の
確
認
方
法
が
こ
れ
ま
で
よ
り
厳
格
化

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ま
ず
、
大
き
く
変
わ
る
の
が
、
取
引

時
確
認
の
際
に
必
要
と
な
る
「
本
人
確

認
書
類
」
だ
。
従
前
犯
収
法
で
は
、
顔

写
真
は
な
い
も
の
の
、
行
政
機
関
か
ら

本
人
の
み
に
対
し
て
交
付
さ
れ
、
本
人

だ
け
し
か
所
持
し
え
な
い
健
康
保
険

証
、
国
民
年
金
手
帳
な
ど
の
本
人
確
認

書
類
に
つ
い
て
は
、
顔
写
真
の
あ
る
本

人
確
認
書
類
と
同
様
、「
提
示
を
受
け

る
」
こ
と
で
「
本
人
特
定
事
項
」
の
確

認
が
完
了
し
て
い
た
（
た
だ
し
対
面
取

引
の
場
合
）。

　

し
か
し
改
正
犯
収
法
で
は
、
こ
れ
ら

の
本
人
確
認
書
類
に
つ
い
て
は
、
提
示

を
受
け
る
こ
と
に
加
え
、
以
下
の
よ
う

な
２
次
的
な
手
続
き
が
必
要
と
な
る
。

・
他
の
本
人
確
認
書
類
ま
た
は
公
共
料

金
の
領
収
書
等
、
補
完
書
類
の
提
示
も

し
く
は
送
付
を
受
け
る

・
お
客
様
の
住
所
に
宛
て
て
、
簡
易
書

１
．
改
正
犯
収
法
に
お
け
る

　
　

取
引
時
確
認
の
ポ
イ
ン
ト

留
便
等
の
転
送
不
要
郵
便
等
に
よ
り
取

引
関
係
文
書
を
送
付
す
る

（
２
）「
外
国
Ｐ
Ｅ
Ｐ
ｓ
」
に
対
す
る

厳
格
な
取
引
時
確
認

　

改
正
犯
収
法
で
新
た
に
定
め
ら
れ
た

確
認
事
項
と
し
て
「
外
国
Ｐ
Ｅ
Ｐ
ｓ
」

が
あ
る
。「
Ｐ
Ｅ
Ｐ
ｓ
」
と
は
、
も
と

も
と
「
重
要
な
公
的
地
位
に
あ
る
者
」

（Politically Exposed Persons

）

と
い
う
意
味
で
、「
外
国
Ｐ
Ｅ
Ｐ
ｓ
」

は
、
外
国
の
国
家
元
首
、
全
権
大
使
等

の
公
的
地
位
に
あ
る
者
（
か
つ
て
そ
の

地
位
に
あ
っ
た
者
）
お
よ
び
そ
の
一
定

の
範
囲
に
属
す
る
者
を
い
う
。

「
外
国
Ｐ
Ｅ
Ｐ
ｓ
」
に
該
当
す
る
者

は
、
一
般
的
に
社
会
的
立
場
が
高
く
、

そ
れ
ゆ
え
マ
ネ
ー
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
等

の
犯
罪
に
関
わ
っ
た
り
、
巻
き
込
ま
れ

た
り
す
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
た
め

改
正
犯
収
法
で
は
一
般
の
顧
客
（
個

人
）
と
は
別
に
、「
外
国
Ｐ
Ｅ
Ｐ
ｓ
」

と
の
間
の
特
定
取
引
が
ハ
イ
リ
ス
ク
取

引
に
追
加
さ
れ
、
厳
格
な
取
引
時
確
認

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で

あ
る
。

　

ハ
イ
リ
ス
ク
取
引
の
確
認
は
取
引
ご

と
に
必
要
と
な
っ
て
く
る
た
め
、
金
融

機
関
と
し
て
は
、
顧
客
が
「
外
国
Ｐ
Ｅ

Ｐ
ｓ
」
で
あ
る
か
否
か
の
確
認
方
法
の

体
制
整
備
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
。

（
３
）
実
質
的
支
配
者
の
定
義
の
変
更

「
実
質
的
支
配
者
」
と
は
、
法
人
顧
客

の
事
業
活
動
に
支
配
的
な
影
響
力
を
有

す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
の
こ
と
で
、
法

人
の
取
引
時
確
認
に
お
い
て
、
前
回
の

犯
収
法
改
正
時
に
新
た
に
確
認
項
目
と

し
て
導
入
さ
れ
た
概
念
で
あ
る
。

　

実
質
的
支
配
者
の
定
義
に
関
し
、
従

前
犯
収
法
で
は
「
法
人
形
態
が
株
式
会

社
等
の
資
本
多
数
決
法
人
に
つ
い
て
、

直
接
の
議
決
権
を
25
％
超
保
有
し
て
い

る
者
」
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
法

人
で
あ
っ
て
も
実
質
的
支
配
者
が
い
な

い
ケ
ー
ス
や
、
法
人
が
実
質
的
支
配
者

に
該
当
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
ま
た
法

人
形
態
が
資
本
多
数
決
法
人
以
外
の
法

人
（
社
団
法
人
等
）
は
、
そ
の
代
表
者

が
実
質
的
支
配
者
と
さ
れ
て
い
た
。

　

改
正
犯
収
法
で
は
、
実
質
的
支
配
者

の
定
義
が
変
更
さ
れ
、
以
下
が
実
質
的

支
配
者
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

・
会
社
形
態
が
株
式
会
社
等
の
「
資
本

改
正
法
で
は
必
ず
自
然
人
が

実
質
的
支
配
者
に
な
る

多
数
決
法
人
」
に
つ
い
て
は
、
議
決
権

を
直
接
的
ま
た
は
間
接
的
に
25
％
超
保

有
し
て
い
る
者
等

・
会
社
形
態
が
社
団
法
人
等
の
「
資
本

多
数
決
法
人
以
外
の
法
人
」
に
つ
い
て

は
、
総
収
益
の
25
％
超
の
配
当
を
受
け

る
者
等

　

改
正
犯
収
法
で
は
、
法
人
の
最
終
的

な
受
益
者
を
確
認
す
べ
き
と
の
考
え
方

か
ら
、
実
質
的
支
配
者
は
法
人
を
支
配

す
る
自
然
人
（
個
人
）
ま
で
遡
っ
て
本

人
特
定
事
項
を
確
認
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
従
前
犯

収
法
で
は
法
人
が
実
質
的
支
配
者
に
な

る
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
が
、
改
正
法
で
は

必
ず
自
然
人
（
個
人
）
が
実
質
的
支
配

者
と
な
る
。

　

ま
た
、
従
前
犯
収
法
で
は
実
質
的
支

配
者
の
定
義
上
、
実
質
的
支
配
者
が
存

在
し
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
が
、
改
正

犯
収
法
で
は
必
ず
実
質
的
支
配
者
が
存

在
す
る
こ
と
に
な
る
。

（
４
）
法
人
の
取
引
担
当
者
の
取
引
権

限
の
確
認

　

法
人
と
の
取
引
は
、
法
人
そ
の
も
の

疑
わ
し
い
取
引
に
該
当
す
る

取
引
も
取
引
時
確
認
が
必
要
に

で
は
な
く
「
代
表
者
等
」
の
自
然
人

（
個
人
）
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
こ
こ
で
い
う
「
代
表
者
等
」
と

は
、
法
人
の
代
表
者
を
指
す
の
で
は
な

く
、
実
際
に
取
引
の
任
に
あ
た
っ
て
い

る
者
の
こ
と
を
い
い
、
こ
れ
を
犯
収
法

上
「
取
引
担
当
者
」
と
い
う
。

　

代
表
者
等
（
取
引
担
当
者
）
の
確
認

は
、
代
表
者
等
（
取
引
担
当
者
）
の
本

人
特
定
事
項
の
確
認
（
個
人
の
本
人
特

定
事
項
の
確
認
と
同
様
）
に
加
え
、
代

表
者
等
（
取
引
担
当
者
）
が
取
引
名
義

人
で
あ
る
法
人
の
た
め
に
「
実
際
に
取

引
の
任
に
あ
た
っ
て
い
る
こ
と
」
を
確

認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
確
認
方
法
と
し
て
は
い
く
つ
か

の
方
法
が
あ
る
が
、
そ
の
一
つ
と
し
て

従
前
犯
収
法
で
認
め
ら
れ
て
い
た
「
社

員
証
」（
公
的
書
類
で
は
な
い
）
が
、

改
正
犯
収
法
で
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と

に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
取
引
担
当
者
と
し
て
当
該
法

人
の
役
員
が
来
店
し
た
場
合
に
つ
い

て
、
改
正
犯
収
法
で
は
、
代
表
者
等
で

あ
る
役
員
が
、
法
人
を
代
表
す
る
権
限

を
有
す
る
役
員
と
し
て
登
記
さ
れ
て
い

る
役
員
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

罪
収
益
移
転
防
止
法
（
以
下

「
犯
収
法
」）
が
改
正
さ
れ
、

こ
の
10
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

前
回
の
犯
収
法
改
正
（
平
成
25
年
４

月
施
行
）
か
ら
約
３
年
半
。
前
回
改
正

で
は
「
本
人
確
認
」
が
「
取
引
時
確

認
」
に
変
わ
っ
た
り
、「
ハ
イ
リ
ス
ク

取
引
」
の
概
念
が
新
た
に
加
わ
っ
た
り

と
大
幅
な
改
正
が
行
わ
れ
た
。

　

そ
れ
と
比
べ
、
今
回
の
改
正
で
は
一

見
し
て
大
き
な
変
化
は
な
い
よ
う
に
思

え
る
が
、
本
人
確
認
書
類
の
取
扱
内
容

の
変
更
、
実
質
的
支
配
者
の
定
義
の
変

更
、
取
引
担
当
者
の
取
引
権
限
の
確

認
、
特
定
取
引
の
追
加
等
で
取
引
時
確

認
が
強
化
さ
れ
る
な
ど
、
よ
り
深
度
の

あ
る
改
正
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
改
正
項
目
、
改
正
内
容
は
多

岐
に
わ
た
る
が
、
こ
こ
で
は
特
に
現
場

の
営
業
店
の
実
務
、
特
に
渉
外
業
務

（
個
人
・
法
人
）
と
密
接
に
つ
な
が
る

項
目
を
中
心
に
、
取
引
時
確
認
の
改
正

点
や
顧
客
対
応
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

み
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

　

以
下
、
本
稿
で
は
今
回
の
犯
収
法
の

改
正
内
容
等
に
つ
い
て
は
「
改
正
犯
収

法
」
と
い
い
、
以
前
の
内
容
等
に
つ
い

て
は
「
従
前
犯
収
法
」
と
い
う
。

取引時確認の改正内容
と対応のポイント

特 別 企 画

渉外担当者も必須知識！
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